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ハイパーなんだかなぁ

§1～§25まで

§1　犬の散歩

ここ何年か必ず朝な夕なに犬の散歩が行
われる。
朝、見かけるのは中学生ぐらいの女の子
で犬は多分雑種。体長1mぐらいの中型犬
だ。
彼女は犬の散歩の当番らしく当社の駐車
場までつれてくるや、つなでいた鎖をは
ずす。
犬は喜び駐車場駆けずり回り、一服つい
たところでウンコをする。
次の日もウンコをする。
また、次の日もウンコをする。
車がないときはどこでもウンコをする。
車がある時は人が通る所にウンコをする。
犬は自由な時間がとてもうれしい。
自分が通るところはすべて縄張である。
ところで別な話だが、その犬の健康状態
は割といいようだ。
元気なウンコ、いわゆるオゲンコの状態
である。
しかし、なんでよその犬の健康管理まで
しなくちゃならんのだ。
一方、彼女はウンコを見ないし、処理も
しない。
ここで思い出すのはフランスでの話だ。
それは、テレビで見たのだけれど散歩中
の犬のウンコを掃除機のような物を持っ
た専門の業者がバイクにのって一個一個
のウンコ吸いとって回っていたことだ。
フランスにはそれほどウンコが多いとい
うことだろう。
ここはどこだ。そう、当社の社員駐車場。
フランスほどではないにしろ、ウンコは
多い。
気をつけないとすぐ踏みそうになる。早
朝から寝惚けてなんていられやしないの

だ。
恐怖なのは夜である。あたりは暗い。
ウンコは見えない。まるで地雷でも埋め
込んである戦場をそろりそろりと歩くよ
うだ。
しかし、地雷とウンコが劇的に違うのは
踏んでもそれは爆発しないことだ。
このことはウンコに感謝しなくてなるま
い。
したがって通常は次のような状況になる。
ウンコを踏んで気づかず、車内に入りペ
ダルを踏む。
ウンコがペダルにくっつく。
なんか踏み応えがいつもと違うなと思い
ながらそのまま、ウンコは運ばれる。、、
、。
ﾊﾞｶﾔﾛｰ、犬のウンコの始末ぐらい飼い主
がちゃんとめんどう見ろ！
ウンコをなすりつけられたペダルの気持
ちがお前にはわからんのか。

§2　白い陶磁器

真っ白な陶磁器を眺めては飽きもせず、、
、
井上陽水の「白い一日」の中の一節だ。
陶器で思い出すのは、いきなり便器であ
る。
中央道を西に向かって走って行き、諏訪
を越えたあたりからINAとかTOTOの日本
人に割とよく知られたメーカの看板が目
に入る。
東京の銀座にTOTOのショールームがある。
そう、ヤマハのはす向いあたりである。
建物は五階建てぐらいであり、店内は
TOTOの製品が組付けられている。便器は
TOTOの主力製品であり、展示数も最も多
い。
色も白だけでなくパステル調のものもあ
り、デザイン的におしゃれである。
便器の機能は世界中の人によく知られて
いる。それは、家（便所）と外界をつな
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ぐインターフェースである。通る信号は
ウンコである。インターフェースの状態
に不具合が発生すれば人々はたちどころ
に困る。便器は家の中で最も重要なパー
ツといえよう。
さて、便器は工業製品であるから、これ
を設計、製造、評価する人々が必ずいる。
設計の中には機能を付加したり、形をデ
ザインしたりする仕事がある。
機能は単純だが、デザインは無限に近い
可能性がある。金の鯱（しゃちほこ）の
形をしたものとか、カバの口の形をした
ものとか、東京タワーのようなものとか、
クワドラのようなものとか色々作ったら
おもしろいかも知らん。
ここで人間工学なんぞ持ち込むとおのず
とデザインは限定されるから、便器のデ
ザインだけは自由にやってもらいたいも
のだ。
さて、形が出来上がると今度は使い心地
をチェックする。これはいわゆる製品評
価である。ここで困った自体が予想され
る。
たとえ評価用便器であっても、実際に本
物のウンコを使って良いかということで
ある。たとえばお偉いさん達を囲んで第
一会議室で「本物を使おう」とかなんと
か決めたとする。決めるのはいい。だが、
実際にウンコをするのは品質保証部の誰
かである。
そこで、その担当者に評価中の便器に向
かってウンコをしてもらう。
水を流してみる。
うまく流れた！。
今度は水量を絞ってセッティングして、、
、もう一度、、、ウンコができるか？普
通。
ほーら、困るでしょ。
で、実際の話、ここで日本古来の調味料
が登場する。もうわかったね。
それは「味噌」です。

糞味噌っていう言葉があるよね。味噌も
糞もいっしょくたにする考え方で、似た
もの同士を区別なく扱う時に使う言葉。
そう、味噌とクソは似ているのです。な
にが似ているかと言うと、粘り気、これ
を専門用語で粘性というんだけど、この
粘性が他のものではいい特性が出ない。
最初は粘土とか石膏とかご飯とか使った
らしいんだけど、結局味噌が一番適して
いるということになったらしい。これは
すごくよく理解できる。そして味噌が他
に適しているという点は、種類が豊富だ
ということ。なにしろ日本国中にあるか
ら硬いものから柔らかいものまで、なん
でも揃えることができる。
こういう点で品質保証部の誰かは、味噌
にかなわないのである。
しかし、実際、ウンコが途中で流れ切ら
ない時がある。これは便器メーカが予想
しなかったデバイスを流したに違いない。
日本中の味噌を使って評価した便器にも
適応しないウンコがあるということは、、
、、。む、閃いたぞ。味噌に叶う方法が。
それは味噌には程遠いウンコを提供でき
る肉体をつくることだ。
そうすれば味噌メーカはそれに似ている
味噌をつくるだろう。
ウンコ対味噌の因縁試合はまだまだつづ
きそうだ。
だから糞味噌という言葉も永久不滅なの
ではないだろうか。

§3　高速道路

毎朝、某自動車専用道路を使って通勤し
ている。
その日は事故渋滞が激しく、びくとも動
かない。
天気はずばぬけてよく、空は深い青色を
している。
ラジオをつけてみるが、解決の進展はな
い。
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おもむろに一服する。
時間だけが川の流のように過ぎて行く。
所定の場所を限界の時刻で通過できない。
遅刻だ。
しかし、道路の上というのは止まってい
たのではなんの機能もないことがわかる。
まして自動車専用道路は横道にそれるこ
ともできない。
時間だけが川の流のように過ぎて行く。
遅刻はもういい。しかたがない。連絡し
よう。
だが、電話がない。こんな場所に公衆電
話があったって普段誰が使う？
だから連絡できない。しかたがない。
時間だけが川の流のように過ぎて行く。
こんなとき人間も自然の中に生きる動物
だと思う時がある。
ウンコがしたい。妙にウンコがしたいの
だ。
しかし、車の中でするわけにはいかない。
今、座っているのは便座ではない。
豪華、ランバーサポート付バケットシー
トなのだ。
不思議なものである。こう思う時という
のは他の人もそのようだ。
まるで、誰かがあくびしたせいで、自分
もあくびをするように。
しかし、この日の渋滞は頑固である。
1mmも動かない。
そう、動かないのだ。
それで、こう考えた人もいる。
山の中を切り開いた道路、これを切り通
しという。
その山側の斜面を法面といって「のりめ
ん」と読む。
その草の生い茂った法面の中に何かがい
る。
ここからでは数十mの距離になる。しか
し、目をこらしてみればそこには人間が
しゃがんでウンコをしている姿が見える。
サラリーマン風の初老の紳士と見た。

彼はこの渋滞の中、我慢できなかった。
彼は平坦な道路の端でのウンコはできな
かった。
彼は草に身を隠したかった。
それはほとんど成功したが、この角度か
らの展望を彼は予期していなかった。
どうせ、不特定な人々が利用する道路で
ある。
彼が何者であるかわかる人はまず居まい。
それが彼をそうさせたのだろう。
彼は太陽の光が溢れる中、法面という大
舞台でウンコしてのけた。
彼に拍手を贈ろう。
例えころがり落ちてきたウンコを走り出
した自分が踏んでも。

§4　真空の話

空気は分子の集まりからできている。
空気だけぢゃなくてなんでも分子の集ま
りからできている。分子は原子が集まっ
てできている。 空気の分子は動いてい
る。その動き方には色々ある。それをブ
ラウン運動とかとも言う。 分子の集ま
りが少ないと分子同士はあまりぶつから
ない。反対に集まりが多いとよくぶつか
り合う。 ぶつかり合うと熱がでるし、
あまりぶつからないと熱を奪う。
タイヤに空気を入れるのを思い浮かべる。
空気入れを押す。どんどん押す。すると
空気入れが熱くなる。 タイヤの空気を
抜く。シューシュー勢い良く吹き出すと、
冷たい空気が出る。 タイヤの中身が二
酸化炭素だったらそれがだんだん白い物
に変わる。これがドライアイスの作り方。
タイヤの中身が全部出てしまうと後には
何が残る？ タイヤがしぼんで体積を持
たなくなるとそこには何もない。 タイ
ヤがゴムの形だけになるとそこには空気
がある。 しぼんでしまったタイヤを手
で引っ張ってもとの形に戻そうとする。
なかなか力がいる。圧力の差によってタ
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イヤが大気におされているのだ。 すな
わちタイヤの中は外より気圧が低い。こ
れを真空という。 実際に真空とは？と
かいう定義がある。 閉じられた空間の
中が大気より気圧が低い所を真空という
らしい。 だから電気掃除機の中は真空
であって、台風とか低気圧は真空ではな
い。 大気圧よりもちょっとでも気圧が
低ければ真空である。 電子が何者にも
ぶつからずに移動できる真空管も真空で
ある。
さて、真空にも度合がある。真空の度合
は気圧で表す。 mmHg（ミリミリエッチ
ジー）とかTorr（トール）とかPa（パス
カル）で表す。 数字が小さいほど真空
度は高い。真空度が高いということは息
が苦しいということである。 ここら辺
の大気圧は760mmHg前後である。真空掃
除機はその1/2～1/5ぐらい。 つまり360
～150mmHgぐらい。 真空管はこれに10の
マイナス6乗したぐらい。（これは１０
０万分の１） こうなると空気の分子は
ほとんど誰とも出会わない。 これは電
子にとっても同じ。だから真空管の中を
電子は通れる。 真空度が低いと空気の
分子にぶつかって時には発光する。これ
が放電。 地上での真空装置でつくるこ
とができるいわゆる超高真空状態は10の
マイナス15乗ぐらい。 これくらいにな
るとその場所ではほとんど何もない状態
と言える。 ただ密閉容器の壁があるだ
けである。 宇宙空間はこれくらいの真
空度である。だから宇宙空間は何もない
と言ってよい。 真空を英語にするとヴ
ァキュームである。 ヴァキュームとい
うとすぐにヴァキュームカーを連想する。
日本語では真空車なのだがどうもしっく
りこない。
最近、近所でヴァキュームカーを見かけ
なくなった。下水が整備されてきたから
当然かも知れない。 ヴァキュームカー

の真空度はどれくらいだろうと考える。
あれだってれっきとした真空ポンプなの
だ。 これはポンプ方式にもよるけどだ
いたい10のマイナス1乗から3乗の間。け
っこう強力といえましょう。 で、なけ
りゃあの地中から延々ホースを引っ張っ
てタンクまで吸えないでしょう。
さて、ホースを突っ込んで（どこにだか
わるね）オジさんがヴァキュームのスイ
ッチを入れると勢い良く吸い込む（何を
吸い込むかわるね）。時々空気を吸い込
んでゲボゲボとかいう音がして、激しく
ホースが揺れる。あのホースの揺れが子
供心になぜかとても恐い。急いで走って
脇を通り抜けたりする。その後なぜだか
背筋がゾクゾクする。 ウンコを吸い込
み終りそうになると、空気も吸い込むよ
うになる。するとタンクの真空度はさが
る。だからヴァキュームポンプのスイッ
チを切るわけにはいかない。ポンプはた
だひたすらタンクの真空度を上げようと
働く。これを排気するという。
排気のなかには匂いがまじる。メタンガ
スとかアンモニアガスとかスカトールと
いった物質である。ウンコは微生物（大
腸菌とか）によってウンコの成分が分解
されて初めて臭う。だから南極ではウン
コは凍ってしまってくさくない。
ところで、ヴァキュームポンプは真空を
作り出すために生まれてきたはずだ。
実験用ヴァキュームポンプ、工業用ヴァ
キュームポンプ、工事用ヴァキュームポ
ンプ、ヴァキュームポンプもいろいろな
ものがある。 そんな中でヴァキューム
カーに取り付けられたポンプはその中で
もっとも気の毒な人生だと思う。 こう
いう境遇の物を考えるとき、西の空を茜
色に染めた夕陽を眺めながら「自分はヴ
ァキュームポンプでなくてよかった」と
つくづく思うのである。
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§5　点滴症候群

日本人に乏しい栄養素がカルシウムだと
か鉄だとか言われて久しい。
最近はこれらを補うための食品とか医薬
品が目白押しだ。
確かに、牛乳が嫌いとか飲めない体質と
か、レバーがいやだと言った話はよく耳
にする。だから食べやすく加工したお菓
子とか錠剤とかドリンク剤に形を替えて
摂取するのはとてもよく理解できる。
つまり、これら栄養素食品を摂取すれば、
牛乳とかレバーは食べなくてよいことに
なる。実に合理的である。
現在の技術レベルではあらゆる食品の栄
養素をすべて栄養素食品に加工できる。
だから毎日、ご飯を食べなくても肉とか
野菜とか魚を食べなくても栄養素食品だ
けを摂取するだけで体力を維持できる。
味は適当に甘くしておけばよい。
昨日の夕刊に今、話した様なことが記事
として出ていた。この中で栄養素食品の
ことを点滴と言うことを知った。確かに
点滴と同じなのである。違うのは口から
摂取するか腕から摂取するかの違いだろ
う。さらに驚いたことに記事ではこれら
の点滴を毎日のように摂取しないと気が
すまない人が多いと言うことである。ま
るで中毒にでもかかったように。これを
点滴症候群と言うらしい。
まさにこれは病気である。
食事と栄養についてこんな話がある。そ
れは全然関係ないけど、ラプラス変換の
入門書に書かれていた挨拶文である。「前
略、とにかくこの本に従ってラプラス変
換してみよう。なぜそうなるかは後から
考えればよく、例えば料理はうまいのが
肝心であってその中身の栄養素なんかは
後から調べれば良いのと同じなのだ。後
略」う～ん。なんか騙されたような内容
だがわからないでもない。
我々のまわりでもよく知った人が以外と

点滴症候群だったりする。妙に健康管理
にうるさく、健康診断の結果を他人の分
まで分析してあげたりする。スポーツは
絶対かかさないし、残業もそこそこで切
り上げる。そして、クスリ屋のオヤジと
親しく、新発売の栄養素食品をいち早く
評価したりする。
でも食事のおいしさは知らないでしょ。
食べ物はおいしいと思って食べるのが一
番いいんです。栄養素がどんなものかわ
からなくてもおいしく食べることができ
れば力がわくのですよ。
解剖学者の養老先生いわく。人は陽気に
なったり、陰気になったり、なんでもし
たり、なにもしなかったりする。これは
極めて普通のことであってこれらに
「・・・すぎる」とくっつくとこれは病
気である。と言っている。
点滴症候群だって今や普通のことかも知
れないが、これも過ぎればやはり病気な
のだろう。
今回はウンコが出てこなくてすみません。

§6　空を飛ぶ鳥

車通勤している。従って車を所有する。
駐車場は賃貸だ。
しかも屋根なしの露天で、土の地面であ
り、そこは昔、畑だったところだ。いわ
ゆる原っぱ状態。でも賃貸料は￥5000/
月と安い。助かる。
駐車場利用時間は休日を除いて夜から朝
までのごく短い時間である。
だから大家も恐縮しているようだ。
ところで、鳥は空を飛びながらフンがで
きるようだ。
だから鳥が飛ぶ下を歩いているとフンが
命中する可能性がある。
残念ながら（幸ながらというべきだろう
が）一度もそういう経験がない。
実際、空を飛ぶ鳥のフンを浴びてしまっ
た人を自分の近しい人の中でも知らない。
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つまりこれは滅多に起こらないことなの
だろう。
ところがである。時々、愛車の屋根とか
ウィンドウガラスに鳥のウンコ（いわゆ
るフン）が付着していることがある。塗
装面を傷めるから早く拭き取らなくては
ならない。乾いていたらそれは除去する
のは大変である。
まぁいい。鳥のフンぐらい。
きれいになった愛車の屋根を見ながら出
かける。
翌る朝、また、付着している。昨日とほ
ぼ同じ位置だ。愛車は白色である。この
白色の物体の上を好んで飛ぶ鳥がいるら
しい。さらにその上空にくるとフンをす
るものと考えられる。驚くべきことは命
中率が非常に良いという点である。
このあと、また、フンの始末をして愛車
に乗り込むのである。
さて、何日かしてまたもやフンが付着し
ているのを発見した。
また、屋根だ。
その鳥は、自分になにか恨みでもあるの
だろうか。駐車場の他の車はあまりやら
れていない。謎である。
しかし、その謎はある日曜日、突然解け
た。
・・・・・・・・・・・・・・・彼は空
を飛んでいなかった。
彼は愛車の白い屋根にとまって休んでい
た。
彼はそこで（たぶん）遠くを見つめなが
らフンをしていた。
鳥よ。ゆっくり羽を休めるがいい。
そう、お前にはここしか休む場所がない
のだ。

§7　揺れる橋

日本の道路は車が多い。だから有料無料、
高速低速を問わず渋滞する。
首都高なんぞは首都低とか首都駐車場と

かいわれるくらい渋滞が激しい。
まして、橋梁構造の道路が多いものだか
ら渋滞時にその橋の部分で停車してしま
うと道路がかなり激しく上下し、ひょっ
としたら橋が落ちるのではないと思った
りする。
橋は必ず揺れる。
自動車の通行によるものもそうだし、地
震もそうだ、風による影響もある。特に
橋が長くなればなるほど揺れは大きい。
この橋の揺れが大きな問題になりつつあ
る。
橋の近くに住む人への健康被害である。
橋の揺れの振動が直接、被害を生むわけ
ではない。実は人には聞こえない超低周
波が問題なのだ。どれくらい低い周波数
かというと約0.5Hzとか1Hz。症状として
はめまい感とか吐き気、頭痛らしい。そ
の聞こえない音の大きさは数十ホンとい
われる。中には百ホン近い大音量のもの
もあるらしい。実際には聞こえないから
音としては静かである。
しかし、エネルギーはすごいものがある。
そのエネルギーは橋の近くのビルの壁に
ひびを発生させる。
Hzはいうまでもなくヘルツと読む。周波
数の単位で一昔前のC/S(Cycle/Sec)のこ
とだ。サイクルが小さいほど、または時
間が長いほど周波数は低くなる。音の周
波数とはすなわち気圧の変化である。音
は縦波だから空気の疎密となって伝わっ
てくる。伝わり方は周波数によらない。
聞こえるか聞こえないかということであ
る。普通の音ならばマイクロフォンとか
使って音量を測定するが、超低周波にな
ると気圧計でも測定できる。
電気で周波数が0になるとこれは直流で
ある。これは電気屋なら誰でも知ってる。
音の場合はどうか。これは圧力そのもの
である。例えば高い山の上から瞬時に下
界に降りてきたことを想像する。耳の鼓
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膜が大気圧によって押される。すこし聞
こえにくくなる。これは直流電圧のスイ
ッチを入れた時のようなものだ。しばら
くすると耳はこの変化感じなくなる。
これが平地で、まして自分の住んでいる
ところでおこるのだから避けようがない。
どこか橋のないところまで引っ越しする
しかないのである。
引っ越しともなるとこれは今までの生活
が大きく変わることになる。
交通量が増えると橋の揺れはだんだん大
きくなる。もはやビルの壁にひびを発生
させるだけなくビルを倒してしまうので
はないかと思う。
橋が先に崩れるか、ビルが倒れるかどち
らが先にしてもこれは大問題だ。
・・・・・・・・・・・・・・・
いやもっともっと先にすることがある。
それは今、自分の下にある橋が崩れ落ち
る前に自分がそこを通過することだ。
橋の揺れは時として人生をも教えてくれ
ている。(^_^;) 

§8　ある男の失敗

これは、アラビアでの話だ。
ある商人が財産として１７頭のラクダを
持っていたが、死ぬときに３人の息子に、
長男にはその財産の１／２を、次男には
その財産の１／３を、三男にはその財産
の１／９を与えると遺言した。
ところが、１７は２でも３でも９でも割
り切れないので息子達は父の遺言通りに
財産を分けることができず、ほとほと困
っていた。
そこへラクダを１頭連れた老人が通りか
かり、「何を困っているのかね？」と尋
ねた。
そこで、３人の息子は父の遺言の話をし、
それで困っているのだと説明した。する
と老人は
「さいわい私はここに１頭のラクダを持

っている。この１頭のラクダを君達にあ
げるから、１７頭にそれを加えて１８頭
にして分けなさい。」
３人の息子達は、通りがかりの人からた
だでラクダを１頭もらっては悪いからと
いうので辞退したのだが、老人が強いて
そうしなさいというものだから、１７頭
のラクダに老人のラクダ１頭を加えて１
８頭にし、それを父の遺言通りに分ける
ことにした。
１８頭のラクダの１／２は９頭だから、
長男は９頭のラクダをとった。
１８頭のラクダの１／３は６頭だから、
次男は６頭のラクダをとった。
１８頭のラクダの１／９は２頭だから、
三男は２頭のラクダをとった。
ところが、９＋６＋２＝１７
だから、そこにはまだラクダが１頭残っ
ていた。
そこで、この老人は３人の息子達に次の
ように言った。
「どうだね？。３人ともお父さんの遺言
通りにラクダをもらったかね。
ところで、ここに残っている１頭のラク
ダはもともと私のものだから、これは私
が連れてゆくよ。」
こう言って老人は、自分のラクダを連れ
て立ち去って行った。
こんなことがあってからしばらくたって
のこと。
財産として１１頭のラクダを持っていた
あるアラビアの商人が、死ぬ時に、３人
の息子に長男にはその財産の１／２、次
男にはその財産の１／３、三男にはその
財産の１／６を与えると遺言した。
ところが１１は２でも３でも６でも割り
切れないので、息子達は父の遺言通りに
その財産を分けることができず、ほとほ
と困っていた。
昔、これと似たようなことがあったのを
思い出した村のある男は、その真似をし
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て自分は頭のよいところを見せようと思
って、３人の息子達につぎのように言っ
た。
「自分のラクダを１頭、君達にあげるか
ら、ラクダの数を１２頭にして、それを
お父さんの遺言通りに分けなさい。」
３人の息子達はこの男に、ラクダを１頭
ただでもらっては悪いと辞退したのだが、
この男が無理にそうしてごらんなさいと
いうので、この男の言う通り、父の財産
の１１頭にこの男からもらった１頭を加
えて１２頭にし、それを父の遺言通りに
分けることにした。
１２頭のラクダの１／２は６頭だから、
長男は６頭のラクダをとった。
１２頭のラクダの１／３は４頭だから、
次男は４頭のラクダをとった。
１２頭のラクダの１／６は２頭だから、
三男は２頭のラクダをとった。
ところが６＋４＋２＝１２
これで全部のラクダが３人の息子達にわ
たってしまった。
前の話ではラクダが１頭残ったのだが、
この場合はラクダは１頭も残らなかった。
こうしてみんなに頭の良いところを見せ
ようと思ったこの男は、とうとうラクダ
を１頭、損してしまった。
よく考えもしないで人真似をするものじ
ゃないなぁ。
ところなんでこうなったのかあたなはわ
かるよね。

§9　かんばんの話

街中を走ることは色々と気ぜわしいもの
があるが、筆者は余裕がある限り看板を
眺めるのが好きだ。
先日も黄色のシートの上に黒い文字で
「カ○○ハウス」というかんばんが目に
飛び込んできた。ちょうど飯でも食おう
かと思っていたから引き返して確認すれ
ば、それは「カットハウス」であって「カ
レーハウス」ではなかった。
東京の溜池交差点を北上して赤坂見附ま
での間にはなんと屋上に巨大な船が乗っ
ているビルがある。はじめて見ると「こ
りゃぁすげぇや」なんてことになる。
秋葉原には巨大なペンキ缶とかブルドー
ザとかが乗っている。とにかく目立てば
GOOD的な発想からとしか思えないものが
ある。
一方、喫茶店のランチのかんばんは和む
ものだ。
「ビーフカレー￥１０００、オムライス
￥８００＋コーヒー付き」とかがホワイ
トボードに書かれている。おどろくやら
笑ったやらだったのは「オムライス」の
「オ」と「ム」の間に誰かが「ウ」の文
字を落書きしたことだった。
う～ん、これも時世がなせるワザなのか。
橙色とか黄色のかんばんはそのほとんど
が「牛丼」関係だと思っていたら、湘南
に「回転焼肉」というものが出現してい
て、そのかんばんが橙色だった。聞いた
話によると焼肉の材料がコンベアに乗っ
て席まで回ってくるのだそうだ。どこか
とてつもない物が回っているようではな
いのでとりあえず安心した。ぜひ今度評
価したいものである。
平塚には競輪場がある。その近くの交差
点の標識は１時間考えても理解できない
ほどむずかしい。最低でも８つぐらいの
標識が束になって掲げてある。まず、９
時から１６時までは普通車、大型、原付
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き、自動二輪の右折禁止で、土曜日はこ
れこれで日曜日はこれこれでさらに０時
から８時まではどうで、その時の車種は
こう
で、・・・・・・・・・・・・・・・。
とにかくこれを一目で理解できる人はほ
とんどいないのではないかと思われるく
らい難しいのである。実際これを設置し
たお役所の担当でもわからないんじゃな
い？。
道路標識もそうだけど、道路情報板とい
うのもどうもヒットしたものを見たこと
がない。一番頭にくるのは「この先、渋
滞中、他の道路へ」という無責任きわま
りないものだ。
ま、地元民としてはこれでもがまんして
あげよう。しかしだ、他府県から走って
くる非地元民ドライバーには「どーしろ
ってーの」という表示だろう。筆者が他
府県を走った時はいずれの土地でも割り
とわかりやすい表示がされていて、結構
ありがたく思ったものだが、どーも都市
周辺になると怒りたくなる表示が多い。
また、行き先表示では、例えば「練馬」
を目指すとして走って行くと最初は「練
馬○ｋｍ」なんて出ている。○ｋｍ走る
と今度は関越○ｋｍとなる。「えっ！練
馬はどーした？？」。
だけど地方にも「なんじゃぁ～」という
標識もある。静岡の海沿いを走っていた
ときのことだ。この時走っていた道路は
いわゆる幹線道路でもないのにいきなり
「東京１２０ｋｍ」の看板だ。もうちょ
っと近くの地名でも表示すればいいのに
ぃ。
話をもとにもどそう。
立てかんばんというものがある。これは
大きな物でなく歩道上の樹木に寄りかか
って立ててあるいわゆる使い捨てかんば
ん、通称「すてかん」のことである。
これ、寿命が一週間程度と短いものだが、

すごい宣伝効果があるらしい。ただし、
これは違法なんだって。
とにかく目立てばGOOD的な極彩色をほど
こしたかんばんに「待った」かけた所も
ある。富士山の近くの別荘地だったよう
な気がするが、かんばんの仕様、すなわ
ち、大きさとか、色とか、文字を統一し
て表示しようという行政側のアイデアで
ある。実際これをやってみると景観を損
なうことなく宣伝が可能なようで、逆に
むしろ宣伝効果が上がったとの話もある。
つまり見る人が見やすいということで注
目を集めるのだそうだ。
もう、わけのわからないかんばんはいら
ない。極彩色のかんばんもいらない。道
路表示板はあてにしないし、巨大なオブ
ジェもいらない。
一見、目立たないかんばんが実は光り輝
いて見えるということがわかりさえすれ
ば。

§10　変な言葉？

◆「ぺっちゃんこ」、「すーすーする」、
「すってんころりん」・・・
これらを声を出してゆっくり読んでみよ
う。・・・意味はすべてわかるよね。
「ぺっちゃんこ」はかなり平らな状態、
「すーすーする」はサロンパスとか塗っ
た時のあれで気化熱で体温が奪われて涼
しく感じる状態、「すってんころりん」
は転んだ時の音の表現である。実際、誰
かが転ぶたびに「すってんころりん」と
いう音がしていたら大変である。
最近、「女子高生がブイブイいわしなが
ら歩いている」なんていう表現があるら
しい。しかし、いつも女子高生がブイブ
イ言っているわけぢゃない。もし言って
いたとしたら通学途中の例えば電車の中
なんかはいわゆる豚小屋ぢゃないか。
「ひーひー言う」とか「ひりひりする」
ってーのも感じとしてはわかるけど、冷
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静に考えるとわけがわからない表現であ
る。「ゴアゴアする」とか「ヌメヌメす
る」とかは妙に延髄に問いかける何かが
あると思うのは筆者だけ？
◆ら抜き言葉というのが近年ささやかれ
ている。いわゆる「ら」を抜いて発音す
るところからこのような言葉が生まれた
とされる。例えば、テレビで評論家が言
っていたことは、「「食べれる」、「起
きれる」、「見れる」は本当は「食べら
れる」、「起きられる」、「見ることが
出来る」というのが本当。」だ。何を持
ってして本当なのかはよくわからないが、
この評論家はら抜き言葉が嫌いらしいの
である。
よく言われることに「言葉は時代ととも
に変化する」というのがある。たしかに
今の時代に江戸時代の時のような言葉を
話す人はほとんどいない。ら抜き言葉が
後の時代にはどうなるのでしょう。次は
「れ」を抜くのでしょうか。もしそうだ
とすると先ほどの例は「食べる」、「起
きる」、「見る」となり、意味が通じな
い。今の時刻では意味不明だが後の時代
には意味明快なものになるのでしょうか。
◆テレビでは、よくグルメ番組を放送し
ている。ある料理をおいしいとかなんと
か言っているだけで実際、味がわかって
いるのかこちらにはよく伝わってこない。
ま、これはどーでもいいのだけれど実は
箸の持ち方が気になるのである。
人生の先輩曰く、「最近の若い者は箸の
持ち方も・・・」とお嘆きになるがそう
ではなくテレビ（他人の前）で食べ物を
食べるのだから箸の持ち方ぐらい美しく
やってもらいたいと思うのである。
箸の持ち方が最も気になるタレントを二
人紹介しよう。読者の皆さんも今度ぜひ、
箸の手側（右利きなら右の方：物をつか
む反対側）の開き方に注目してください。
普通は4～5cmぐらい開いているのだが、

彼らは閉じている。いや、閉じていると
いうより、割っていない割ばしを持って
いるようなスタイルなのだ。その一人目
は山○新伍である。彼の箸の持ち方は豆
をつかむこともできない幼稚なものであ
る。もう一人は○家こぶ平である。箸の
先端を開くことができない持ち方で、両
者ともとてもお世辞にもおいしそうな食
べ方とは言えない。もっとも筆者も他人
に自慢できた箸使いではないが、そのか
わりテレビには出ないので無害だと思っ
ている。
◆NHKの3チャンネルをよく見る。そこに
は驚くほどおもしろい番組がたくさんあ
ることがわかった。例えば「陶芸教室」
である。まず、先生とアシスタントの女
性がいる。テキストに沿って番組を進め
ようとアシスタントの女性は懸命に先生
を誘導するのだが先生は根っから陶芸が
好きなようで一度轆轤（ろくろ）をいじ
り始めると無言のまま時間が過ぎて行く
場面が多々ある。そしてアシスタントの
女性が困るのである。それが毎回そんな
ような内容なのでそれがかなりおかしい。
また、「パソコン教室」では先生が手本
を示すのだがなかなかパソコンが言うこ
とを聞いてくれない時の[間]が結構おか
しい。さらに「ピアノ教室」かなんかで
先生が演奏に乗ってしまってとても生徒
が引けないような早い運指でピアノを引
いてしまうなんざぁ傑作中の傑作と言え
ましょう。「日曜大工講座」もわりとい
ける。その日のテーマは押入れを改造し
てクローク風にするというものであるが、
5cmぐらいの角材を鋸（のこぎり）で切
って組み立てて行くとか、釘を打って固
定するとかの作業を細かく解説しながら
改造してゆく。作業は実に簡単そうなの
である。しかし講師である大工さんの額
から両肩にかけては大量の汗が見えるの
である。テレビでの編集は「見るとやる
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とでは大違い」も教えてくれている。さ
て、お待ちかねの諸君のために「ウンコ
の後のお尻の正しい吹き方」を伝授しま
しょう。これは「赤ちゃん健康相談」と
かいう番組だった。先生曰く、「赤ちゃ
んのお尻は前から後にかけてやさしく拭
きましょう」ということだった。これが
逆だと前の方が汚れてしまって病気の原
因になるからとのことだった。そこでお
かしかったのはアシスタントの女性（な
ぜかNHKの番組ではアシスタントは女性
なのだ）の極めて真剣な発言である。筆
者はこの言葉がどうしても忘れられない。
それは「これは大人にも適用できますか
ら是非これを見ている方も試してみてく
ださい。」これは大笑い。

§11　トンネルの話

ところで車のスピードを実感したことあ
る？
時速100Kmのスピードは秒速では28mだし、
時速50Kmでは14m、時速30Kmでは8m進む
のですよ。例えば1000mのトンネルを時
速50Kmで通過しようとしたら何秒かかり
ますか。ハイ、答えは72秒です。72秒と
言えばあーた、1分12秒ぢゃぁあ～りま
せんか。ここでもしも巨大地震が襲った
としたらその第一波が終わってしまいま
すね。 と、いうことは概ねトンネルの
中であなたの命運が決まるということな
のです。 これは普段は全然考えないこ
とかも知れないが、よ～く考えてみると
絶対に有り得ない話ではないですね。
トンネルは地震に強い。なんて神話があ
ったけどあの阪神大震災の結果を見たら
そんなことはないね。ひどい傷みようだ
った。 また、北海道の古平というとこ
ろでは巨大な岩がトンネルを突き破って
中を通行中のバスとか車を押しつぶした
のは記憶に新しい。 マスコミとか国民
は政府の危機管理が云々と言っているけ

れど、それ以前の問題ぢゃないかしらん。
そもそも我々には危機意識というものが
ない。 これはトンネルに限ったことだ
けではない。踏み切りにしたって橋にし
たって道路は交通事故も含めて危険がい
っぱい有りすぎる。 例えばちょうど轍
（わだち）のところにウンコがあったと
する。これを踏むまいと懸命にハンドル
操作をすればそれだってかなり危険な場
合もあるし、雨の代わりにウンコが降っ
てきたらと想像すればワイパーだって太
刀打ちできず、前が見えないままどこか
クサイところに衝突するなんてことにな
る。 普段からこんなようなことをシミ
ュレーションおけばこれらの危険を回避
できるかもしれないが某社のドライブシ
ミュレータを持ってしてもこんな機能は
ないのが現状である。
車にはオードドアロックという機能を持
ったものがある。これはドアロックをせ
ずに走り始めても時速が20Kmを越えると
自動的にすべてのドアがロックされると
いうもので、一度ドアロックがかかると
走行中にそれを解除することはできない。
（もっとも走行中に降りる人はいないと
思うが） 少なくとも日本ではそういう
仕様になっている。ということだ。 と、
いうのは外国、特にヨーロッパではこの
ような機能はない。万が一の救出時、ド
アが外から開けられないからである。従
って日本ではこのような場合、ドアを破
壊して救出する。しかし、ドアを破壊し
ている分だけ余計に時間がかかり、ヨー
ロッパにくらべて搭乗者の生存率は低く
なる。また、別の側面としてドアの開放
という問題がある。事故の時、ドアロッ
クしておけば万が一の時、搭乗者が外に
放り出されないという点が利点としてあ
げられている。しかしだ、ここでもしか
しが付く。ヨーロッパではロックしなく
てもドアが開放しにくい、したがってド
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アロックは不要という話に行き着くので
ある。これらはドアのラッチ機構の構造
による。日本製は数百Kgという力でラッ
チ機構が壊れるが、ヨーロッパ車は数ト
ンもの力でもラッチ機構が壊れることは
ない。その前にドアの板金が破れる。日
本車はやはりゼロ戦のように木と紙でで
きているようなものなのだ。にもかかわ
らず日本人運転手には危機意識というも
のがないのではあるまいか。
ある中小企業の話、従業員は200名ぐら
いで建物は2階建て。増築を重ねて迷路
状態であるが、消防の避難訓練は創業当
初から一度も行われていない。2階から
外に直接出られる外階段は一箇所もない
し、スプリンクラーなんてのもない。も
しも火事にでもなったら窓から飛び降り
るしかないのである。この会社は万が一
の事態になって初めて危機意識というも
のを学習するのだろう。
今、社会的に危機管理を叫ぶ声が色々な
所で聞くことができる。しかし、その前
に個人々々の少なくとも我が身に迫る巨
大なウンコに対しての意識が今一番大切
なのではないのか？

§12　（笑い）の話

（笑）マークはパソ通関係ではその表現
手段として日常的にたびたび使われる。
また、フェースマークと呼ばれる(^_^)
とか(;_;)とか(^.^)vとか(*^_^*)とか！
Ｂ_(`´)も同じ仲間と言える。
漢字を使わずに記号系の文字で構成され
るこれらのマークはビジュアルである。
何年か前からフェースマーク辞書なる本
を書店で見たことがあるが、その中身は
多彩で何行にもわたる大作まであり、芸
術性を感じるものもあったりする。
(^_^;)
これらの使い方としては、まず、自分の
内面を吐露したあと、ストレートな感情

表現をしたあとに用いられることが多い。
また、「それからどうしたっ！っていう
ツッコミは無しヨ（笑）」など、強い主
張のあとに反論を避けるがごとく使う場
合もある。いずれの場合も「今の発言は
たいした意味などないよ」と、自ら発言
に水を掛ける機能を果たす。
これは何を意味するか。自分の熱意とい
うか意気込みというものを相手に伝えな
い、あるいは伝えたくないことを意味す
る実に不思議なコミニュケーション手段
と言える。
熱いメッセージ、直言、反論を恐れずに
メッセージを相手に送ることは時として
突出することである。この突出を抑える
のが（笑）であり、発言の意図や裏にあ
る感情を抑え、反論を回避する。自分も、
そして相手も傷つけない。一方、自分が
傷付きたく無いのであればそれは他人と
のコミニュケーションを止めれば済む。
ところが、パソ通の発展はとどまるどこ
ろではない。人はコミニュケーションを
求め、自分をアピールしている節がある。
これは「深く自分の存在を揺さぶられる
ことなく他人と群れている」という実に
相反するコミニュケーションなのだ。
（笑）の普及はメッセージの送り手だけ
なく、受け手もそれを望んだ側面がある。
人が自己の突出だけなく、関係する相手
の突出にも敏感になった。いわゆる「引
っ掛かる」といわれる部分である。パソ
通は文字が主体であり、その表現と解読
は多岐にわたる。自分の表現力のなさか
ら自分の深意とは逆の表現に捕らえられ
たり、相手の博識により深読みされるこ
ともある。そしてその部分に摩擦が生ず
ることがある。実に恐ろしい。（笑）
パソ通にはネチケットとか呼ばれるいろ
いろなルールがある。
こんな中、（笑）に込められた取り決め
は「ワタシ・アナタ・コウゲキ・シナイ」
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ということであり、「アナタ・ワタシ・
コウゲキ・シナイ」である。つまり（笑）
は白旗なのである。

§13　頼むから...(1)

◆ブレーキランプ
最近、いや、ここ何年か前からか車の走
行中に意味も無くブレーキを踏む輩がい
なさる。
例えば、高速道路で突然何のまえぶれも
無くブレーキランプが一瞬光る。あるい
は、ゆるやかなコーナーの度にブレーキ
ランプが一瞬点灯する。なんでここでブ
レーキ？と思うことがしばしばある。ど
ちらも共通なのはそのブレーキが短時間
で終了し、車に停車する意志が無いこと
である。これを偽ブレーキという。
ドライバーは前車のブレーキランプに敏
感である。ドライバーは前車のブレーキ
ランプが点灯すればそれは停車するもの
と（筆者は）思う。ところが前述のとお
りであってこれは逆に危ない。つまり、
ブレーキランプを無視するよう学習して
しまう。
真ブレーキと偽ブレーキの区別は短時間
ではわからない。前車としばらくの間ラ
ンデブーしてだんだんわかってくる。
一方、ドライバーはなぜ前車のブレーキ
ランプに敏感か。実は車の流れの中で自
然にそうなってしまう。あるいはそうな
らざるを得ない状況で走ることになって
しまっている。それは車間距離だ。車の
通行量が多い道路では車間距離をあけて
走ることは中々できない。後続車に迷惑
がかかるからだ。おのずと前車との車間
距離が縮まる。だから追突を避けるため
に前車のブレーキに敏感になるのである。
偽ブレーキは年を追うごとに増えている
（気がする）。それは色々な原因がある
と思うが一つはオートマチック車が増え
たことだろう。なにしろ普通自動車の新

車販売数の90%がオートマチック仕様だ
と聞く。また、高齢者ドライバーとか女
性ドライバーの増加も関係あるかも知れ
ない。
通常、車速を減速するにはアクセルペダ
ルから足を離すかシフトダウンしてエン
ジンブレーキをかける。そうすればブレ
ーキを踏むことなしに減速することがで
きる。
頼むから私の前を走る車は偽ブレーキを
止めてほしいと思うのである。いつか突
っ込むかも知れないよ。
◆リヤフォグ
赤いリヤフォグもいただけない。深い霧、
激しい雨、降りしきる雪の中、しかも山
間部の急なカーブの多い道ならまだしも
道路灯が煌々と点灯し、路面もハッキリ
見え、しかも渋滞している道でまぶしい
赤いリヤフォグをつけっぱなしのあな
た！(BMWとか外車系に多い）それはただ
後続車の視野を眩惑しているだけなんで
すよ。
この赤い（黄色い）リヤフォグは運転席
からスイッチでON/OFF出来る構造である
はずだから、目立ちたい気持ちはわかる
けど、賢いドライバーになりたいならス
イッチを切ろうね。
頼むから筆者の前を走る車は赤いリヤフ
ォグを止めてほしいと思うのである。い
つか突っ込むかも知れないよ。
◆黒煙
前方は空いておりスムーズな走行。T字
路から車が合流しようとしている。タイ
ミング的に入れてあげないとまずい状況。
スピードを若干落し、合流させる。しか
ーし、合流してきた車はディーゼル車。
もうもうたる黒煙をあげ視野を遮る。し
かもクサイ。そして一気に加速して遠ざ
かってくれればまだ良いが現実はそう、
甘くない。のろい。だから長時間にわた
り黒煙と悪臭をあびせられることになる。
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トラックとか大型車はガソリンエンジン
がないから仕方が無いし、生活物資を運
んでもらってる都合上がまんしよう。し
かし、普通車とかレジャー車を買う時に
なにもディーゼル車を選択しなくたって
いいぢゃないか。
ま、燃料代が安いとか燃費がいいとか二
酸化炭素の排出量がガソリンエンジンよ
り少ないとかメリットはあるだろうけど、
いかんともしがたいのが黒煙とにおいで
ある。エンジンメーカーは何をやってい
るのだろう。
頼むから筆者の前を走る車は黒煙を出さ
ないでほしいと思うのである。いつか突
っ込むかも知れないよ。

§14　壊れたPowerBook165cのヒンジ

見た目を気にしてはみたもののやはり目立ってしまっ

た黒頭のトラスネジ（ワッシャーまで黒にしたのに）

銀色の丸く見えているのは実は6角ナット。ネジは手
前側に1mmぐらい出ている。
（上の枠の写真で見えている内側の2本のネジはこち
ら側のディスプレイベゼルの内部で止まっていて見え

ない。）

1993年4月1日に我が家に来た
PowerBook165cのディスプレイ開閉部が
ついに壊れた。
1998年8月6日から数えると1953日経った
ことになる。
例えば1日に1回開閉するとして1953回、
ま、ざっと見積もって2000回開閉したこ

とになる。
こんな回数で壊れるとは情けない話であ
るが、それでもまだ現役（CPUは
68030/33MHz/HD220MB/RAM14MB/14400内
蔵モデム、KT7.5.1）なのでとりあえず
開けてみることにした。
ディスプレイ部を分解し、開閉部のヒン
ジと呼ばれる部分を露出させたところヒ
ンジをディスプレイケースに固定してい
るネジ受け部分が片側だけ（ヒンジは左
右2カ所ある）プラスチックの台座ごと
粉々に壊れていた。 どおりで最近特に
ブカブカしていると思った。
どうしようもないのでディスプレイケー
スの外側（閉めた時に見える側）まで貫
通穴をあけてネジで共締めにすることに
した。しかも壊れていない左側を含めて
4カ所の穴をあけ、ちょっとだけ体裁を
気にしてM3黒トラス×16mmのネジを使っ
て修理した。 （そう言えば○原さんの
PC98ノートもネジが見えていたような気
がする） 修理してみると開閉ロックを
はずしたとたん（PowerBook165cは開閉
レバーを横に動かす）わずかにディスプ
レイが開く。
これは新鮮だ。確か新品の時もそのよう
になったはずだが、最近ブカブカに慣れ
てしまっていてすっかり忘れていた。
思いおこせば当時△村さんに背中押され
て清水の舞台から飛び降りるほどの金額
を払った（当時43万円もした。しかも今
は潰れてしまったマックギャ×リーで予
約までした）マシンだもの、後5年は使
わなくちゃね。

§15　梅雨明け前の海岸風景

◆そう言えば今年は冬からおかしかった。
何がおかしかったか。 それは空模様で
ある。例年の真冬、関東地方は北西の風
が吹き、からっとした晴天で青空が広が
るものだ。 ところがこの冬はまるで春
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のような空色でつまり空色が青ではなく
クレヨンでいうところの水色なのだ。
一枚も二枚もベールをかけたようなはっ
きりしない色であった。また、富士山が
鮮明に見える日が極端に少なかった。
ある日、稲村ヶ崎に取材に行った時も富
士山は鮮明ではなかった。この日新宿か
ら訪れたというカメラマン風の人が「今
日は見えませんねぇ」と語りかけてきた
ので「今年は見えない日が多いですね」
と答えたことがある。 実際春になって
もおかしかった。桜の開花が一週間も早
かったし、菜種梅雨も長かった。五月の
連休は「五月晴れは何処へいったの？」
という曇天連休だったし、梅雨の走りと
称する雨も多かった。6月に入りようや
くマスコミとかテレビのお天気コーナー
で5月は「日照不足で...」と振り返るよ
うになった。
◆休日に海岸を取材すれば、せっかくの
休日、天気に関係無く遊びを満喫する
人々でそこそこ賑わっていた。 梅雨開
け前、特に７月１日の海開き前の海岸は
バラエティーに富んでいる。海ではサー
フィン、ボディボード、ウィンドサーフ
ィン、ジェットスキー、カヌー、水泳、
海岸では釣、キャッチボール、バレーボ
ール、サッカー、スポーツカイト、サイ
クリング、スケボー、読書、ひなたぼっ
こ（甲羅干し）、フリスビー、犬の散歩、
ジョギング、マラソン、バンカーショッ
ト、砂遊び等を見ることができる。なん
でも有り状態だ。 でもまだミモノがあ
る。 海岸近くには大手ハンバーガーシ
ョップがあり、遊びに訪れる人達の何人
かはここのハンバーガーとかポテトを食
べながら海を眺めている。 実に優雅な
風景に見える。ところが優雅なのは人間
だけではない。彼等の上空にはこれまた
優雅に舞うトンビとかカラスがいる。な
ぜ、彼等の上空を舞うのか。それはトン

ビ君、カラス君達は実は彼等のハンバー
ガーを狙っているのだ。 ハンバーガー
を襲うトンビ君の姿、行動は野生を感じ
る。狙ったハンバーガーの上空、やや後、
高度約10mでほとんど停滞し、絶好気を
うかがう。 狙われた人間はまったく気
付かない。一瞬を突いて羽音もたてずに
急降下したトンビ君は両足でハンバーガ
ーをゲットすると今度は全力で急上昇。
驚くのは人間である。当人もそうだが、
まわりにいる人達もかなり驚く。せっか
くハンバーガーを食べながらいいムード
で海を眺めていたのにこれではぶち壊し
だ。当人は恨めしそうに上空で優雅にハ
ンバーガーを食べているトンビ君を見上
げるだけなのである。 実は筆者もやら
れたことがある。トンビ君が人間のハン
バーガーを襲うということは以前より知
ってはいたのだが、まさか自分がやられ
るとは....。 しかもその時、トンビ君
の足の爪が伸びていたものだから筆者の
親指を引っ掻いて飛び去っていった。
これはかなり痛い。痛いというかいつま
でもヒリヒリした感じだ。筆者は言いた
い「トンビ君よ、ハンバーガーが食べた
かったらせめて足の爪を切ってからにし
てくれ。」

§16　誰もいない海考

（トワエモアの誰もいない海の詩が書かれている）
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§17　電車の中で

◆ある女 ある帰りの電車の中、となり
に若い女性（グレーのスーツに黒いバッ
グ、こりゃリクルート系かななんて思っ
たりして）が座った。しばらくするとバ
ッグの中をゴソゴソ。 あまり見ては悪
いかなんて思いながら目線をずらしてい
ると、中から目的の物を取り出したよう
だ。 それは視野の端っこにはガムのよ
うに見えたが、そうではなかった。しば
らくするとあたりに酸っぱい香りが漂い
始めた。 あきらかにそれはガムではな
かった。なんだろう！？。なんかぞくそ
くしてきた。 （危ない奴の傾向が現わ
れてきていると言っても過言ではないか
も知れない）そしてその物を視野の認識
できる範囲に入れると、なんと...そ、
それは....！！『都こんぶ』であった。
う～む、今どき電車の中で『都こんぶ』
とは....。恐れ入谷の鬼子母神。 でも
きっと好物だったんだよね。そんなとな
りに座った女は次の駅で下車したのだっ
た。
◆ある紳士 電車が駅に着くと左隣の若
者が席を立ち駅に降りた。 入れ替わり
に缶コーヒーを片手にもう片手には四角
いかばんをさげ、喪服を着た年輩の紳士
が座ってきた。少し席が窮屈になる体躯
であったがしかたがなかった。彼はオー
ディオ雑誌を読み始めた。（どおやらオ
ーディオマニアにようである。） 電車
がいくつかの駅を越えところで彼の右手
が動いた。かばんの中から携帯電話を取
り出した。 （まさか電車の中でかける
のではあるまい...。（関東地方の電車、
バスの中は一応携帯電話禁止になってい
るところが多い）） 次の瞬間、電話を
掛け始めた。（まいったなぁ...うるさ
いなぁ...） そして発声した。「総務部
長だけど...」（ほぉ、この人はどこか
の会社の総務部長なんだな）「もうすぐ

着くから...時間通りに行ける...」（ふ
む、どこかの葬儀に待ち合わせをして行
くんだな...しかし、なんと迷惑な奴な
んだろう...）しばらくして迷惑電話は
終わった。 しかし彼は電話をしまおう
としなかった。なにやらボタンを押し始
めた。（なにをやっているのだろう...）
突然彼の電話はピーというけたたましい
連続音を発し始めた。（こりゃひでぁや
ぁ）どおやら電池切れの音らしい。 そ
の音は5分も止まらなかっただろうか。
電池切れに気付いた彼は電話機の裏ブタ
を外し、予備の電池と交換し始めた。（さ
すが総務部長？？ちゃーんと予備を持参
しているではないかい）ひとまずピー音
は止まった。 そして彼は電話をかばん
の中にしまった。しかし、ゴソゴソは止
まなかった。 今度は香典を取り出し、
中身をチェックした。（そう、ちゃんと
チェックしておかないとね） チェック
が終わるときちんとそれ用のふくさの包
み方をしてかばんにしまった。（これで
やっと落ち着くかな...） なーんて思っ
ていると再びかばんの中に今度は両手を
突っ込んでなにやら探し始めた。 取り
出したものは鼻用定量噴霧器（すなわち
鼻炎用のスプレー）である。（そうか、
彼はアレルギー体質か鼻炎なのだな）
ここでもきちんとチェックする。まず、
スプレーガスのミニボンベを取り外し、
耳のそばで振って、ガスの残量を確認す
る。（さすが、用意周到？？の総務部長
であるな） そしてスプレー本体にセッ
トし、大勢が見ている前で両鼻にスプレ
ーした。（さすが、総務部長、他人のこ
とはぜんぜん気にしない？？ね） 鼻の
調子も良くなったようだ。しかし、もう
すぐ駅である。（彼はここで降りるか
な...） すると彼はおもむろに席を立っ
た。（そうかここで降りるのか...）筆
者はなぜかホッとするのであった。 話
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はまだ続く。 彼は席を立ちドアの方に
歩こうとしたとき、自分が足元に置いた
飲み終わった缶コーヒーにつまづいて思
いきり缶コーヒーを蹴ってしまった。慌
てる彼。ここで彼は周囲を意識したのか
その缶を拾い上げて駅に降りたのだっ
た。....。めでたしためでたし。
しかし、ここでもし缶につまづかなかっ
たら...彼は自分の飲み終えた缶コーヒ
ーを足元に置いたまま立ち去ったであろ
うことは容易に想像がつくのである。さ
すが（どこかの）良識と常識を兼ね備え
た総務部長だ。彼が筆者の会社の総務部
長でなくてよかった...。

§18　耳栓の話

最近、耳栓を買った。ウレタン製のオレ
ンジ色のやつだ。なぜ、今、耳栓か。耳
を澄ませてみよう。日常の風景の中、ど
こにいてもなにかしらの音が聴こえる。
時には鳥の鳴く音だったり、時には車の
通る音だったり、またあるときは潮騒と
風の音だったり、時には誰かの話声と
か...。音が氾濫しているではないか。
そこで音を遮断してみたかった。そして
気が付いた。耳栓はなんと効果絶大なの
だろう。
実際、外界の音が完全に遮断されること
はなく、かなり小さくなるといった程度
なのだが、それとは別に自分の音がよく
聴こえるようになった。例えばスースー
と自分が呼吸する音とか、腰に万歩計を
つけて歩けばその振り子の音がカシャカ
シャ。足を地面につける瞬間の靴のボク
ンボクン音。頭がかゆくなってボリボリ
掻けばボリボリ音といったように外界の
音よりも自分自身が発する音のボリュー
ムが上がる。いわるゆ内に閉じこもると
いったような自分の世界を楽しむ（？）
ことができる。耳栓をして街に出れば思
わず「静か～」といいたくなるような「こ

ぉ～」とした気密音。大勢の人達がいる
場所でもぜんぜん静か。というかバック
グランドで鳴っている雑音のような音も
気にならない。誰かの携帯電話の大きな
（と思われる）話声もぜんぜん平気。隣
の人の咳払いとか独り言とか溜息なんか
も撃退できる。これはすごい。（←ちと
大袈裟か）
電車に乗ってもガタゴト、ワイワイ、キ
ャーキャーなんてほとんど関係なし。椅
子に座ることができれば終着駅まで眠っ
てしまいそうだ。
一方、車を運転中にも耳栓を試してみた
が、これはいけません。外界の音が聞こ
えないのはどんなに恐いか、始めて知っ
た。エンジンの回転音も聞こえないし、
後とか横から接近してくる他の車にもぜ
んぜん気が付かない。まして緊急自動車
のサイレンとかも聞こえないからほとん
ど「迷惑な車だぜぇ」状態になる。まる
で地吹雪の中を走っているような、周り
の景色に関係無く自分だけ空中に浮いて
いるような、まったく進んでいないよう
な、そんな危険な状態になるので万が一
これを読んだ人はやらないようにね。
いろんなことを教えてくれた耳栓、これ
からも愛用しそうだ。

§19　通販事情

「アガリスク」、「ディーディーセブン」、
「アブフレックス」、「ピッチマン」、
「モーターアップ」、「ジーティーハチ
ハチ」
これらを読んでそれが何かすぐにわかっ
たらあなたは通販通です。これらはテレ
ビ、特にCS系衛星放送でたびたび放映さ
れる通販のCMに登場する商品なのである。
ではそれらはいったい何物なのか。
「アガリスク」健康食品系きのこ。
「ディーディーセブン」洗剤系脅威の染
み抜き剤。



18  of  23

「アブフレックス」健康器具系腹筋強化
器具。
「ピッチマン」文房具系アイデア定規。
「モーターアップ」自動車用品系エンジ
ン添加剤。
「GT88（ジーティーハチハチ）」自動車
用品系きず隠し剤。
このCMで登場するのは「アガリスク」と
「ピッチマン」以外は外国のCMである。
その方法も実演をまじえてのつまり実演
販売的CMでその”大袈裟度”は特筆すべ
きものがある。 例えば「ディーディー
セブン」。染み抜き剤ということからま
ず、様々な生地に様々なものを塗りたく
ってそれから染み抜きするのだが、それ
がほとんど元通りの美しい生地になると
いうものだ。説明する人もそれを聞いて
いる客も「うわ～なんてこったー、信じ
られないよ、ボブ」とかなんとか言った
りする。また、「こいつぁグレートだぜ
ぇ」とか「こいつぁ驚きだぜぇ」とか「こ
れからはこれにするわ」てな感じである。
また、 「モーターアップ」も同様でモ
ーターアップを入れたエンジンと入れな
いエンジンを冷凍室で凍らせてエンジン
を始動しようとする。まず、客にどうな
るかを予想させ、インタビューする。「こ
んなに凍ってしまったらかかるわけない
よ、冗談ぢゃないぜ」「私もこの冬に車
を凍らせてせっかくの休日を台なしにし
たわ」と悲観的な内容で始まり、次にエ
ンジンを始動して見せる。当然、モータ
ーアップを入れた方は始動するし、入れ
ない方は始動しないといった結末である。
そこで再び客にインタビューする。する
と他のCMで聞き慣れた答えが返ってくる。
「こいつぁグレートだぜぇ」、「こいつ
ぁ驚きだぜぇ」、「これからはこれにす
るわ」...。こちらとしてはこれらを見
慣れてくるとだんだんこういったCMが楽
しくなる。 フライパンとか千切りカッ

ターとかなんでも切れる庖丁とか台所用
品のCMも見逃せない。 大道芸よろしく
小気味良い語り口で商品の説明を実演を
交えて行う。 そのフライパンで焼くス
テーキは絶対にこびりつかないし、もの
の見事にスライスされる千切りカッター、
かまぼこの板まで切っても切れ味が落ち
ない庖丁とか、何でも落ちるプロ用洗剤
などいずれもいわゆる”スッゲー”もの
ばかりである。こういったものの他にも
便利な物とか販売するので、私も買って
みようかしらと思ったものもあったが、
現在のところ購入には至っていない。そ
れは価格である。 どの商品も1つでは
1500円～5000円なのだが、かならずセッ
トで2本以上とか「今回はこれにXXXを付
けまして....7800円、7800円のご提供で
す！」（パチパチパチ：会場から拍手）
なんてことになる。フライパンでは10点
セット、千切りカッターでは8点セット、
庖丁とかでも5点セット、洗剤とかは「希
釈すると一般商品のボトル（約500cc入）
200本分となり、たいへんお買い得にな
っています。」というものである。 し
たがって価格もそれなりに1万円を超え
るものも多い。なんでやねん？ 一つだ
けほしくても買えないのである。いきな
りフライパンとか10個もいらないし、千
切りカッターも2種類ぐらいで良いし、
庖丁にいたってはオマケのまな板とかい
らないし、。洗剤とかは消費するからい
ずれ無くなるにしても200本分ではあま
りに量が多すぎる...というものだ。け
っしてお試しでは買うことをためらう仕
組になっている。これは、価格が最初に
決まっていてそれにあわせてオマケをつ
けて販売しているようにも見える。もっ
とも売る方も1500円の物の注文がたくさ
ん来ても儲からないのかも知れないが。
だんだん増加しているようにも見えるテ
レビの通販CM。小売の商品がいつ登場す
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るのかも楽しみなうちの一つとして加え
ておこう。

§20　頼むから...(2)

◆タイヤクレーンとタイヤユンボとフォ
ークリフト まるでガンダムのような巨
大建設機械が走る。直径が2mを超えるよ
うなどでかいタイヤ。低いうなり声をあ
げてそして巨体を揺さぶり、地面を揺ら
しながら走る。平らな所はまだいい。し
かしちょっとでも上り坂になると極端に
のろくなる。時速10Kmも出ているかしら。
時々止まりそうになる。2車線の道路で
は抜くに抜けない。排気管も上に出てい
るものもあれば、モロこちらを狙ってい
るものもある。これらは精神衛生上好ま
しくない。バズーカ砲とかミサイルを打
ち込みたくなる気分にさせられる。 ま
た、それは自動車専用道路でもゆうゆう
と中央車線を走ったりする。その姿は大
名行列のようになり、抜き去ろうとする
車が右往左往する。この時の大名を律速
因子という。（←ぜんぜん関係ないな。）
車の流れが100Km/hの時は大変に危ない。
それはほとんど止まって見える。せめて
青色もしくは黄色回転灯をつけて左側を
走ってほしい。 頼むから筆者の前を走
るタイヤクレーンとタイヤユンボとフォ
ークリフトはもっと速く走ってほしいと
思うのである。いつか突っ込むかも知れ
ないよ。（オカマ掘られてもまったく気
が付かないかも知れないけどな←悲Ｐ）
追伸：そう言えばタイヤユンボに追突さ
れていたカローラバンを見たことがある
けど、後部はメチャクチャだったなぁ。
一方当然、タイヤユンボの方は無傷（す
でに傷だらけだからなぁ）であった。
◆電車 電車に乗る時は切符を買う。 A
コース。まず、行き先までの値段を運賃
表で確認しよう。そしてお金を手に持っ
て自動販売機の前に一列に並ぶ。けっし

て販売機の前で丸くなったりしない。次
に確実に硬貨を入れる。お札だったら人
物を上にして入れよう。そして行き先ま
での運賃が印されているボタンを押そう。
そしたら切符とお釣がほとんど同時に出
てくるから両手を使って（例えば左手に
切符、右手にお釣）両方をゲットしよう。
Bコース。まず、自動販売機の前に立つ。
（販売機を確保する）次に手荷物を販売
機の前の下にある棚におく。バッグの中
からおもむろに財布を出す。財布の中身
を見つつどこまでいくのか考える。そし
て運賃表を見上げる。再び財布の中を見
る。お金を取り出す。しかもお札を裏返
しで入れる。拒否されて出てくる。これ
を何度か繰り返す。そして人物を上に入
れる。お金が入る。運賃表示ボタンを見
る。運賃ボタンを押す。切符とお釣が出
てくる。右手に切符を持ち、財布に入れ
る。お釣を右手で回収し、財布に入れる。
財布に入れていた切符を右手に取り出す。
財布をバッグにしまう。バッグを持つ。
そしてやっと筆者の番が来るのである。
頼むから筆者の前に並ぶ人はAコースで
やってほしいと思うのである。いつか代
わりに肩越しにボタンを押しちゃうかも
知れないよ。 追伸：駅の切符売り場で
もATMのようにフォーク並びにしたらど
うかしら。
◆携帯電話 携帯電話（PHSも含む）もず
いぶん普及したものだ。（1998.11月現
在4500万台と言われている）いたるとこ
ろで使っている人がいる。地域的にこち
らの方は電車、バスの中は一応携帯電話
が禁止ということになっている。（デッ
キなら可という電車もある）これは各地
方によってその対応がかなり異なる。で、
とにかくこちらの方は禁止なのである。
でも実情はそうでもない。使っている人
がかなりいる。まぁー携帯電話の性格上
どこでも使えるのは便利である。しかし、
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電車とかバスとかの閉じられた空間にお
けるプライベート的要素の強い電話の話
は妙にこちらの気が電話に行ってしまっ
て聞くとはなしに聞いてしまっている。
（内容なんかはすぐに忘れちまうけど）
つまり気になるし、うるさいのである。
30分間電車に乗れば少なくとも1回は適
当なメロディーの呼び出し音がする。乗
客の多くがその電話に注目する（と見ら
れる）。 で、話の内容はたいていくだ
らない。他人の会話なんだからそんなこ
とはどーでも良いのだが、少なくとも電
波を利用して伝えるほどの緊急性も感じ
られないし、携帯電話が無かったころは
別段それで済む内容だと思うことが多い。
一方、コンサートホール。今まで「腕時
計のアラームを止めてください。」との
アナウンスに「携帯電話の電源を切って
ください。」が追加されている。確かに
演奏中に電話の呼び出し音が鳴ったら興
ざめどころではない。指揮者が怒り出す
かも知れないし、トロンボーン奏者から
楽器の一部が客席に放出されるかも知れ
ない。 ところが、実際に演奏中に鳴っ
てしまったことがあったらしい。それは
サントリーホールでクラシックの演奏中
の出来事で数分間にわたって鳴り続けた。
使用者はかなり焦ったようでしかも暗闇
の中でなかなか止めることができなかっ
たらしい。冷汗大汗大顰蹙（ひんしゅく）
物である。 そこでコンサートホールと
かの会場とかあるいは電車、バスの中で
はある種の妨害電波により携帯電話の呼
び出し音が鳴らないような研究が始まろ
うとしている。 頼むから携帯電話を持
っている人。電車、バス、コンサートホ
ールでは携帯電話の呼び出し音は鳴らな
いようにしてほしいと思うのである。

§21　頼むから...(3)

◆開かない包装
・牛乳は割と好物でしばしば1リットル
の紙パック品を買う。いただけないのは
それを開封する時だ。うまく行く時とう
まく行かない時がある。糊の付け方だと
思うがはずれない時は断固はずれないの
だ。開くときはすんなり開くが、開かな
いときは紙の層の接着面を見極めてカッ
ターの刃を入れる。それでも駄目な時が
ある。もう、イライラしてしまってこれ
を作ったメーカでは本当にこれを飲んで
いるのだろうか、などと思ってしまう。
これが老人では簡単に開くものも簡単に
開らけない。（ちなみに明治のは比較的
開けやすいが雪印のは開けにくいものが
多い）紙パックメーカにはもう少し改良
の努力をしてもらいたい。
・瓶入りインスタントコーヒーの開け口
もきれいに開けられない。シール状の薄
い紙が瓶の口に接着してある。これをど
おやってきれいに開けろというのか。ス
プーンをいきなりグサッと突っ込むの
か？。そもそもこれはカッターの妙技を
使っても絶対にきれいに剥がれない構造
になっている。（これはネスカフェのコ
ーヒー）もうちょっとなんとかしてもら
いたい。
・開かないのは紙パックだけではない。
カセットテープとかビデオテープ、CD等
のシュリンクパッケージと呼ばれるあの、
フィルムが密着した包装もそうである。
一応引き出しガイドがついているのだが、
これが役に立ったことなど一度も（大袈
裟であるが）ない。そもそも爪が引っか
からないからだ。ここでもカッターが登
場する羽目になる。
・キャンディーは大袋の中に1個づつ
別々に包装されているものがある。これ
もいただけない。袋の端がギザギザにな
っていてそこから破るのだが、これが簡
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単に破れるものとそうでない物がある。
破き方によるが一度破れが止まってしま
うとそこから先へはどうにもならない。
包装がただ伸びて行くだけなのである。
ここでもカッターが登場する羽目になる。
・パソコンソフトのマニュアルの包装も
シュリンクである。これに至っては引き
出しガイドも無いし親指を密着させて破
るのだがこれも相当な力を必要とする。
これは端っこの少し縮れた部分にカッタ
ーを入れて開封する。
・カップ麺もそうだ。入れ物の底に小さ
な穴が開いているものもあるが、これも
すぐに開封できた試しがない。
・ジュースとか缶詰のプルトップダウン
の金具も硬い。開けようとするとどうし
ても爪を引っ掛けて一旦タブを起こさな
いといけないのだが、タブと缶ブタ表面
のクリアランスが狭いものがあって爪す
ら入らないものがある。無理に爪を入れ
て起こそうとすると血が出そうになる。
・豆腐のパックも開かない。器の表面に
あるビニル（ビニールとも言う）が器の
へりに強固に接着されていてこれがとて
も固い。ビニルを引き起こすための出っ
張りとか一部接着剤が無いものもあるの
だがこれとて容易に剥がすことができな
い。大変苦労する。子供や老人ではとて
も開かない。
・そういえば茶碗蒸しのビニール蓋も強
烈である。しかもすれすれまで内容物が
充填されているから必ず開封時にこぼれ
る。まぁ輸送中とかに中味の汁がこぼれ
ないようにとのことから強力に接着して
あるようだが、程度モンであることは間
違いなかろう。
いずれにしても最近のパッケージは開け
方に失敗するとあとは道具を使うか力を
使うかで開けるしかないが、子供や老人
のように力の無い人間にはもはや開封す
ることすらできなくなる。もう一度書く

けど、お願いだからパッケージメーカは
もう少し開けやすくてこぼれない封止方
法を考えてもらいものだ。

§22　祭りの太鼓

◆祭りの太鼓の音？
ドーン、ドーン、ドーンという音が遠く
からやって来る。ドーン、ドーン、ドー
ンという音が遠くからやけに速くやって
来る。？？ン？祭りの時期でもないしな
ぁ...なんて思っていると一台の車が通
り過ぎる。ワゴンというかバンというか
（筆者には税制上以外の違いがよくわか
っていない）ともかくその手の車で、最
近、祭り太鼓を鳴らしながら走り去るも
のが多い。
これは全然よくわからん。ご本人は何の
為に外まで聞こえるような音量でしかも
それを車内で聞かなくてはならないのか。
やかましいだけぢゃなくてそもそも危な
いのではないか。
さらに鳴っている音楽の内容もよくわか
らん。太鼓だけ収録したCDでもかけてい
るわけではないのだろうが、低音だけし
か聞こえん。ジャズ系でもないみたい。
ただ言えることはクラシック系の音楽で
はないことだ。この手の車で聞く為専用
の音楽ジャンルでもあるのだろうか。（誰
か知っていたら教えてください）
変なの。
++++++++++++++++++++++++++++++++++++
◆電話勧誘
「もしもし、IsMySunさんでらっしゃい
ますか」
「そうですが」
「私、◯大商事の真◯と申しますけど、
IsMySunさん、◯◯学校のご出身でいら
っしゃいますよねぇ！」
「そうですが」
「実は私、◯大商事の真◯と申しますけ
ど、IsMySunさん、（←連呼するのが基
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本のようだ）このたび当社ではMMファン
ドと申しまして...」以下延々金融関係
とか先物取引とかマンション経営とかの
商品説明が続く。
なんでもまず、商品説明を先にするのが
ルールだとか...。 思えば社会人になっ
てすぐのころからこういった電話攻撃を
受けてきた。当時は最初から最後まで約
1時間ほど丁寧に話を聞いたものだった。
（商品を購入したことは一度もないが）
でもだんだん話が進んで行くと、雰囲気
は”買わないとマズイ話的状況”になっ
ていくし、だんだん相手の口調も恐くな
ってくるのは今も昔も変わりが無い。
で、この手の電話、何かの名簿から適当
に選んで電話してくるわけで、こちらは
まったく相手を知らないし、興味がある
内容ならまだしも、目の色変えてお金が
ほしいわけでもないから一言で言えば無
用の電話なのである。以前は説明が始ま
ってすぐに「興味が無いのでいりません」
というせりふで断わろうとしていたが、
相手はすごく凄味をきかせて「内容を話
していないのになぜ、興味がないと言え
るのですか？エ！」とくる。新社会人の
ころならこれでビビッタかも知れない。
こういう電話は実に無礼であり、土足で
他人の家に上がり込むようなものだ。ま
ったくもって気分が悪い。 最近はこち
らも相手が電話口に出る最初のせりふで
内容がわかるようになってきたので『筆
者には無用の電話である』ということを
伝えすばやく電話を切るようにしている。
お互い時間の無駄だもの。電話勧誘なん
てなくなればいいのにと思う今日この頃
である。

§23　上を向いて歩こう

ここ何年か街のいたる所にカメラが設置
されるようになった。例えば地下道、交
差点、高速道路の料金所、駅前、エレベ

ータの中、銀行のCD機、コンビニの店内、
展示住宅の玄関先などの場所である。こ
れらは人通りが多いとか交通量が多いと
か密室であったりとか、もっともトラブ
ルが発生し易いところである。治安の面
からの監視活動を補助するためのカメラ
である。
一方、インターネットではウェブカメラ
というものがある。これは色々なビュー
ポイントと呼ばれる場所に、インターネ
ットに接続されたカメラがあり、常時あ
るいは定時に、その場所の景色をリアル
タイムで見ることができるというもので
ある。
これを覗いてみると実にこれが（クック
ック）たいへん良く見えるのである。ど
れくらい良く見えるかと言えば、場所に
よっては人の顔が認識できるほどの見え
具合（解像度・倍率）なのである。ちょ
っと顔までは...というカメラでも知人
なら背恰好でその人を特定できると思わ
れる程度でこれまた良く見えると言える
だろう。
そのウェブカメラの設置場所なのだが、
それは観光スポットとか駅前だけではな
い。蕎麦屋の店内とか喫茶店の店内とか
アミューズメント施設の切符売り場とか
である。何の為にこんな場所にカメラが
あるのか真意はわからないが、一言で言
ってしまえばいわゆる”覗き”なのだ（と
勝手に解釈している）。ま、それがまた
面白いということだろうけど...(^^;)。
実際にこれらのカメラの設置点に行って
カメラの在処を探すと大抵は目線より上
にある。それは天井とか天井に近い暗い
壁沿いとかである。時にはビルの3階あ
たりあったりする。人は普段、止まって
いる時も歩いている時も目線はいつも下
の方にある。つまり目線より上にある街
角カメラにはほとんど気が付かない。と
いうか気が付けないのである。実によく
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考えられて設置されている。
話は元に戻ってウェブカメラではない、
いわゆる街角カメラで覗いている（監視
している）人達というのはほとんどが一
般の人ではない。警察とか駅員とか警備
会社とかの監視係が仕事として使用して
いる。しかし、ウェブカメラは誰でもそ
の環境とその気にさえなればそこを覗く
ことが可能である。これは（覗く方は）
実に面白いし、ワクワクする。けれど、
知らない間にいつも誰かに見られている
というか監視されているというのは実に
気分が悪い。監視されているということ
がまったくわからなければそれはそれで
知らぬが仏であって気分がどうしたこう
したという話ではないし、見られて別段
悪さをしていなくても監視されていると
いうだけでどうも頭上が気になる今日こ
の頃なのである。
地面ばかり見て歩いていないでもっと上
を向いて歩こう。そしてカメラを見つけ
たらVサインでも出して見よう。(^｡^)v。
そこにはどこかであなたを見ている知ら
ない誰かがいるかも知れないのだから。

§24　橋脚演歌

（↑の写真の一部を拡大してものが↓の写真）

§25　海を見ていた午後

（海を見ていた午後の詩が書かれている）

以上で終わり


